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阻害点が PI3P のイノシトール環 5 位をリン酸化する酵素である PIKfyve の上流因子、または膜系を
含む PI 制御系の周辺に存在することを明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：Vicenistatin is an novel vacuolating compound, but its molecular mechanism 
has remained to be revealed. We found that vicenistatin interfered with the upstream factors of PIKfyve, 
a PI3P 5-kinase, or regulators involved in PI-turnover.  
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Rab5 を 大 腸 菌 で 発 現 ・ 精 製 し 、 Rab5 の



































































































 Theollenamide B は最近、ergosterol と結合す
ることが報告されたが、誘導される液胞の由来に
ついてはほとんど解析がなされていない。それ




















PIKfyve を免疫沈降し、PI を基質にした in vitro 
kinase assay を行った。その結果、YM201636 は
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